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部
ン
″岬
｛「
レが勁
微
嚇
▽韓
数
の
「報
）
を購
入
Ｖ電
備
口四設写

一分

れっぃ
」錦
悧
赫喘
勤慨
お
、
到
一
勤鯛
」
嫌競
討
ｒ
は
睾

Ⅸ
教
材
費
‥
七
百
九
十

　

こ
れ
は
高
校
の
理
科
教
材
を

そ
の
と
き
に
は
役
場
か
ら
現
金

円
に
な
り
ま
し
た
。

他
の
施
設
と
防
毒
面
購
入
な
　
五
万
六
千
円
　
　
　
　
　
　
　
購
入
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
で
三
割
分
の
差
額
を
支
給
し
ま
　
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

―
十
一二湖
の
開
発
な
ど
も
促
進
―
卜
難
動
ンま年
肇
、
評
卦難
婦
舞著
限
▽計覇
甍
講
η
軍
戒
建
雰
轟
橿
房
醜
曇
胆
舗
辞
霧

三
月
の
定
例
村
議
会
で
決
ま
っ
た
昭
和
四
十
五
年
度
の
村
の
予
算
　
　
　
七
百
八
十
九
万
円
　
　
　
　
▽
統
合
中
寄
宿
舎
運
営
費
…

一
　

十
三
地
区
か
ら
強
く
要
望
の

円
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

は
、　
一．般
会
計
二
億
九
千
五
百
万
円
、
鷹
業
振
興
事
業
特
別
会
計
五
　
　
　
山
村
振
興
の
特
別
開
発
事
業
　
千
五
百
三
十
五
万

一
千
円
　
　
あ
っ
た
も
の
で
、
木
造
三
階

　

い
ま
ま
で
は
三
千
円
で
し
た
　

な
お
、
い
ま
妊
娠
中
の
人
と

百
万
円
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
二
百
五
十
万
円
で
、
総
額
三
億
　
　
　
と
し
て
、
大
田
地
区
に
公
民

▽
高
校
机

・
格
子
ス
チ
ー
ル
化
　
建
て
五
百
二
十
八
平
方
財
の

が
、
助
産
費
用
が
高
く
な
っ
て

一二
月
中
に
出
産
の
人
は
、
役
場

二
百
五
十
万
円

（国
保
特
別
会
計
は
除
く
）
と
な
り
、
四
十
四
年
度
　
　
　
館
に
か
わ
る
生
活
改
善
セ
ン
　

一
一十
七
万
五
千
円
　
　
　
　
　
公
民
館
と
な
る
予
定
で
す
。
　
い
ま
す
の
で
四
月

一
日
以
後
の

の
窓
口
で
十
割
給
付
証
明
書
を

に
く
ら
べ
て
約
八
千
三
百
万
円
、
三
十
七
％
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め
の
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
産
に
つ
い
て
は
、　
一
万
円
に

も
ら
っ
て
下
さ
い
。

世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

．Ｃ
．●ｏ．‥
．ｏ●●イ
．ｏｏ●′

・・〓　
　
利
用
さ
れ
る
方
は
、
地
区
の

津
、
新
潟
と

▽
成
人
病
予
防
対
策
費
…
二
十
　
県
か
ら
出
向
の
派
遣
保
健
婦

▽
脇
元
漁
港
改
良
…
二
百
九
十
　
村
の
一

大
貿
易
港
と
　
八
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（常
駐
）
を
配
置
し
、
妊
産

　

一
万
七
千
円
　
　
　
　
　
　
年
か
ら
一

こ
れ
を
足
場
　
予
防
給
付
を
強
化
す
る
た
め
　
婦
、
乳
幼
児
の
健
康
指
導
と

▽
脇
元
小
学
校
地
質
調
査
費
…

金
庫
」
ｎ

コ
ン
ビ
ナ
ー
　

胃
と
子
宮
ガ
ン
の
集
団
検
診
　
在
宅
患
者
お
よ
び
住
民
の
健

　
一
一十
万
円
。　
　
　
　
　
　
　
か
―
。

す
る
た
め
の

　

（
一
人
八
百
円
）
を
無
料
で
　
康
相
談
を
行
な
も
う
の
で
す

▽
小
学
校
の
机
　
椅
子
ス
チ
ー
　

こ
の

調
査
費
で
す
　
行
な
う
も
の
で
す
。　
　
　
　
▽
簡
易
水
道
会
計
繰
出
…
百
三
　

ル
化
…
九
十
九
万
円
、　
　
　
の
墳
金
・

費
…
七
十

一
▽
母
子
衛
生
管
理
費
…
百
十
四
　

十
二
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
各
小
学
校
の
一
年
生
か
ら
三

る
の
は
、

万
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
▽
消
防
施
設
整
備
費
…
五
十
三
　
年
生
ま
で
の
児
童
の
机
と
椅

保
護
世
一

判川‐刊
」‐『劇川翻淵Ч劃「‐‐「耐「『耐「
一‐』‐国‐Ⅲ嗣悧明
一‐「日「耐…（‐^‥‐吻洲「一‐劇国川明悧網州コ
け隊罐．

雄
産
婦
の
入
院
外
診
療
に

つ
い
て

一
部
負
担
金
免
除

国
民
健
康
保
険
の
制
度
が
次

払
わ
な

く
て
も
よ

い
わ

け
で

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
　
す
。
た
だ
し
、
入
院
診
療
の
と

一
、
妊
産
婦
の
入
院
外
の
診
療

き
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
七
割

に
つ
い
て

一
部
負
担
金
の
支
払

給
――
で
す
か
ら
お
間
違
い
の
な

い
は
い
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

課「い」り‐‥‐や病中いわ］い」［
　
叶「再̈
猜師一回礎

ら
出
産

（
流

・
早
産
、
死
産
々

　

妊
娠
―‐――
け
出
を
さ
れ
た
方

―■

ふ
く
む
）
し
た
月
の
理
月
末
日

は
妊
産
婦
十
割
給
付

‐
…――‥
明
書
を

ま
て
の
妊
産
婦
の
方

一́
つ
い
て

交
付

」
た
し
ま
す
か
ら
、
診
療

は
、
入
院
外
診
療

（
歯
科
も
ふ

キ
受
け
る
と
き
二
は
被
保
険
者

く
む
）
・一十
割
綸
―・―
と
な
り
ま
　
‐‐―
―…
ヒ

‐‐――‥明
書
を

い
っ
し
よ
に
提

し
た
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
示
し
て
下
さ
い
。

か
た
た
ん
―■
い
う
と
病
院
の
　

県
内
の
病
院
の
う
ち
で
特
別

窓

口
で
全
く

一
部
負
担
金
を
支

」は
病
院
た
と
え
ば
大
学
病
院
に

◆
対
象
と
な
る
障
害
者
　
　
程
度
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を

身
体
障
害
者
は
手
帳
の
等
級

添
え
て
、
申
し
込
。み

く

だ

さ

が

一
級
か
ら
三
級
ま
で
、
精
神

い
。

薄
弱
者
は
知
能
指
数
が
七
十
五

　

な
お
、
こ
の
制
度

ｉ■
つ
い
て

以
下
の
人
、
そ
の
他
心
身
に
永

く
わ
し
く
知
り
た
い
か
た
は
、

続
的
な
障
害

の
あ
る
人
は
村
で

民
生
係
に
は
問

い
合
わ
せ
く
た

指
定
す
る
医
師
の
診
断
書
が
必

ル、」
い
。

住
宅
金
融
資
庫
イ
・は
、
毎
年

な
る

四
月
と
五
月
頃
‐■
住
宅
建
設
資

　

士ヽ
告
Ｌ
付
け
限
度
額
は
、
標

金
の
借
入
中
込
ム
を
受
付
け
て
、
準
建
設
費
の
八
割
以
内

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
作
宅
構
造
ｉｔ
簡
場
耐
火

Ａ
貸
し
付
け
資
格
∨
　
　
　
　
そ
の
ほ
か
、
土
地
の
取
得
も

①
住
宅
に
困

っ
て
い
る
人

　

対
象
に
な
り
ま
す
。
役
場
の
建

②
自
己
資
金
を
用
意
千
．き
る

築
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

45年度目的別一般会計予算

(453_31現治:の 人日で計算)

!・

害1

村民

算 額
295.000千・lll

合
‐人11り loo%

60.018111

工 貴

60「・円
0.02%

12円

木 費

26.098T‐ |:l

5.319円

防 費

2310千 円
0,78%
4711TI

育 費

162.413r‐円

33098円

害 費

10 Flrl

OI:l

債 費

10261千 1:]

備 費

1160T‐
|:1

039%
237円

衛

総 務 費

39439「 |ll

8037円

生 費

4.249r・ |!l

866円

働 費

416「 円

農林水産業費

■ 24560千・
|||

Ⅷ

Ｒ

予
・

★

-119-
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嶽［時に一［鰤］「却　常駐の保健婦さんが

浜
‐

田……

和

三

郎

さ

ん

に

　

¨
“
一
岬
中
嘲

‐二文無

　

　

配
ダ

詩

疑

稀

勲

一ハ
等

単

光

旭

日

章
　
　
　
　
ま押獅刺侵れっ蛹
・‐‐…】」「　　　　　　　　　　̈

¨

魃　
　
　
軒
ぽ雛
犠
一

颯
に
当
選
し
て
か
ら

¨̈・‐……………〓
■
■
轟
餞
露
臓
眸
Ｆ
卜

，

保
健
衛
生
協
力
委

員

　

春

は
人
事
に

は
安
全
な
場
所
に
寝
か
せ
る
。
　
う
し
た
原
因
を
考
え
ま
す
と
、

〓
Ｗ
力
要
■
員

　

　

ョ
覆
に

Ｊ
‘
鋼
＝
・
　

　

　

　

一
一、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人

人
為
的
な
も
の
に
よ

っ
て
山
火

“

Ｆ
い
　

´

［
］
　

　

　

　

な

り

や

す

い
　
　
ゃ
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出

事
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

オ

ル

な
ど

で

口

を
お

さ
え

市
浦
営
林
署

（
小
塚
修

一
署

長
）
で
は
、
五
月
七
日
午
前
十

時
か
ら
南
小
泊
山
国
有
林
八
十

八
林
班
で
山
火
事
防
止
協
議
会

を
か
ね
て
植
樹
祭
を
行
な
い
ま

し
た
。

植
樹
際
は
好
天
に
め
ぐ
ま
れ

を

乗
菫
属

し

一〓

し

た

　
　

春
に
は

「
一よ ‐
鋼
「
賠
〔
ば

い

し．
一

，
一

階 ｉ
［
一
中

は
に
］
】

”
‐こと，

”
獄
】
“
”
だ
け

さ 最‘
ん
‐′
‐、

椰

村
で
は
保
健
衛
生
活
動
を
強

た
り
ヽ
乾
燥
し
た
り
し
て
火
災

や
、

ロ
ー
プ
を
用
意
す
る
。
　
　
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
っ

力
に
す
め
る
た
め
、
次
の
と
お

が
発
生
し
や
す
い
委
節
で
す
。

り
保
健
衛
生
協
力
委
員
を
委
嘱

そ
し
て
ヽ
い
っ
た
ん
火
が
出
る

夕
刹
″
岬

牛

鮭

押

婦

く

れ
　

入

林

、

大

入

れ

は

許

本
村
十
三
地
区

連
続
七
期

（
合
併
後
二
期
）
二

の
浜
田
和
三
郎

十
九
年
十
力
月
間
、
村
議
会
議

県
か
ら
常
駐
の
保
健
婦
さ
ん

家
族
の
方
に
は
看
護
の
し
か
た

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
を
、
健
康
な
方
に
は
病
気

の
予

さ
ん

（
７６
）
も

員
と
し
て
地
方
向
治
の
振
興
に

目
冒
一
　

園̈
麟
団
額
Ｌ
辱
議
■
一
　

″
そ
の
人
は
″
と
紹
介
す
る

防
や
よ
り
健
康
に
な
る
た
め
の

長
い
間
地
方
白

寄
与

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
■
闘
野
Ｌ
■
日
■
開
』
「
ば
鮨
■

ま
で
も
な
く
、
新
任
の
保
健
婦

生
活
の
し
か
た
を
―
．

△
粁
体
堤
区
　
麟
圧
ミ
チ

ュ
　
つ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
　
　
　
′

五
、　
一
度
外
に
出
た
ら
も
ど

　

押
一
ヽ
Ｊ

」
れ
か
ら
六
月
ま
で

三
和
ャ
シ
、
成
田
こ
よ
、
三
上

　

乍
千
市
甫
寸
で
も

一
牛
つ
ｋ

ま
し
た
‐
　

　

　

　

　

ル
山
る
と
た
ち
ま
ち
大
冬

」
な

ケ
．ン
フ
ソ

‥

１
７
月

…

′　
可
を

受

け

て

か

ら

△
相
内
地
区
　
藤
田
ミ
チ
エ　
つ
て
」
ま
う
も
の
で
す
。

１遍圏墨国彊圏爾竃爾
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“銀漱卸Ｈ“統
一文を寄

て妊̈
鳳ヽヵヽ、Ｆ赫』智』詢市

政
府
は
四
月
‐
十
九
――
、
十

労
が
入
と
め
ら
れ
、
勲
六
等
単

〓

い―――

い―
‐
―

いヽヽ

いヽい

い―――

いヽい

いヽ
１１１
卜
い

い・．ｌｉｌ

ｉｌｌ

ボ
ぃ―――

―――

潔

議

螢

―――

漆

潔

∬

¨
―ｌｉ

ｒ̈
ｌｌｌ

ご゙
∬

ｒヾ
―――
い
い

い
い

い
い

∬ヾ
ごボ
ヽ
い
―――

―ヽ――

ごい

――ｌ

ｒｒ
・、い

―――

ヽ
―――
ヽ
い

―――

ご̈
―――

い

い

蜘
い
―ヽ―

い
潔

い

勢

昨
年
市
浦
村

で
も

一
件

の
火
　

，
燿

ヽ
」
屋

夕

に
日

ス
，
１

と

　

さ

て
、

こ
れ

か
ら
六

さ
き
、
柏
谷
チ
ョ
、
仕

々
木
き

災
が
あ
り
、
住
宅
二
棟
を
全
焼

ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
間

は
、
山
火
事
の
最
も
発
生

せ
、
工
藤

ニ
エ
、
三
上
リ
ツ
、
　
し
て
い
ま
す
。
幸

い
こ
の
火
災
　
山
丁
全
■
を
再
（
く

そ

ｏつ
　

焼
婚
け
か
癖
［
“
討
ゲ
れ
¨
議

小
寺
千
代
、
田
中
久
子
、
秋
田

で
は
焼
死
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で

谷

セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
他
市
町
村
で
起
き
て
い
　

昭
和
四
十
四
年
度
中
の
山
火

け
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
ど
う

△
太
田
地
区

・木
村
キ
ミ
エ

る
最
近
の
火
災
で
は
、
必
ず
と

事
は
、
県
下
で
四
十
二
件
も
あ

し
て
も
火
入
れ
を
し
な
け
れ
ば

丸
山
に
江
、
青
工

つ
や
、
青
山

い
つ
て
よ
い
ほ
ど
焼
死
者
が
出

り
ま
し
た
。
被
害
面
積
は
九
百

な
ら
な
い
と
き
に
は
、
許
可
を

、ミ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

七
十
診
、
被
害
金
額
は
約
二
億

受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
警

△
脇
元
地
区
‥
石
岡
ツ
ル
エ

焼
死
者
の
出
る
原
因
の
ほ
と
ん

円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
件
数

備
体
制
を
点
検
し
、
気
象
通
報

櫛
引
チ
セ
、
桑
野
ミ
ナ
、
中
畑

ど
は
ヽ
悪
性
ガ
ス
を
含
ん
だ
煙

面
積
、
被
害
金
額
と
も
大
幅
に

の
確
認
、
連
絡
系
統
の
確
立
、

き
よ
、
成
田
貞
子
、
工
藤
紀
子

に
よ
る
中
毒
死
の
よ
う
で
す
。　
前
年
を

う
わ

ま
わ

っ
て

い
ま

消
火
体
制
な
ど
の
万
全
を
期
し

村
Ｍ

セ 磯
消
馳
距
料
群
珊
リ
ッ
、　

金
〓
三
守
る
）五

つ

の

如
〓
憑

す
グ

の
発
生
原
因
を
教
て
み
ま

　

断
馘
、
Ｈ
紐
れ
朴
〔
詢
輌
行

△
十
三
地
区
…
浜
田
ス
ミ
、　
　
そ
こ
で
、
万

一
の
火
災
に
そ

す
と
、
た
ば
こ
、
マ
ッ
チ
の
不

の
山
林
を
管
理
し
て
い
る̈
官
公

本
荘
澄
子
、
中
井
喜
世
、
梶
浦

な
え
て
、
命
を
守
る
五
つ
の
知

始
末
が

一
番
多
く
、
つ
ぎ
に
ご

庁
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
入
林

君
子
、
坂
井
清
子
、
山
田
幸
子

恵
を
あ
げ
て
み
ま
し
よ
う
。　
　
み
焼
き
の
と
び
火
、

相
坂
幸
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
老
人
、
子
ど
ヽ
、
病
人

不
始
末
が
あ
げ
ら
れ

た
き
火
の

し
て
く
だ
さ
い
。

一ま
す
。
こ

ま
ず
小
塚
署
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
来
賓
の
柏
谷
市
浦
村

長
、
堀
江
北
農
林
事
務
所
ｏ
林

務
課
長
が

「
青
森
県
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
よ
う
に
郷
土
を
緑
で

包
む
こ
と
を
、
地
域
か
ら
盛
り

あ
げ
て
ゆ
く
こ
を
み
ん
な
で
真

剣
に
考
え
ま
し
よ
う
」
と
そ
れ

ぞ
れ
お
祝
い
の
．こ〓
と
ば
を
０
ベ

ま
し
た
。

引
き
続
き
植
樹
祭
に
移
り
、

同
署
湘
内
苗
畑

で
育
成
し
た
三

年
生

の
杉
苺
千
本
を
参
加
し
た

八
十
人
の
人
た
ち
の
手
に
よ

っ

て
〇

・
三
診
の
ゆ
る
や
か
な
斜

面
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
が
、　
一

人
で
二
十
本
も
植
樹
す
る
人
も

あ
り
、
大
き
な
木
の
根
に
腰
を

お
ろ
し
額
の
汗
を
拭
く
風
景
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

現
場
は
四
十

一
年
同
署
が
直

営
生
産
事
業
と
し
て
、

ヒ
バ
を

伐
採
し
た
あ
と
で
小
泊
貯
木
場

か
ら
約

一
キ

ロ
は
い
っ
た
高
台

で
い
ち
だ
ん
と
景
色
も
よ
く
、

植
え
ら
れ
た
杉
の
成
育
が
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

″

あ
が
た
は
大
事
の

恐
ろ
ι
さ
を
知
ら
な
い
〃

郷土の山を緑で包もう
一市浦村営林暑で植樹祭―

小泊山国 有林に杉千本
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回 rlnl面 :胆

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

題
、
さ
ら
に
は
、
財
産
分
与
　
る
事
情
を
調
査
し
、
ま
た
、
　

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
　
い　
　
お
も
な
活
動
計
画
と
し
て
①

や
慰
籍
料
の
問
題
を
検
討
す
　
子
の
年
令
や
性
格
、
親
と
子
　
父
母
の
協
議
で
勝
手
に
変
更

｝

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

る

こ
と

‐こ
な
り
ま
す
が
、

こ
　

の
人
間
関

係

に

つ
い
て
も
考
　
す

る

二
と

は
で
き
ず

、
家
庭

】

運
動

を
す
す

め
る
②

安
全
運
転

の
う
ち
も

っ
と
も
た
い
せ
つ
　
慮
し
て
調
停
を
す
す
め
て
い
　
裁
判
所

へ
親
権
者
変
更
の
中

，́

の
励
行
を
は
か
る
０
運
転
者
の

な
の
は
未
成
年
の
子
に
つ
い
　
ま
す
。
と
か
く
当
事
者
の
協
　
工
・ヽ
′
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　

，・・．

再
教
育
を
は
か
る
た
め
法
令
の

景

と
な

っ
て

い
る

い

っ
さ

い
　

て

「
親
権
者

を
誰

に
す

る
か
　

議
だ

け

で
離
婚

す

る
と
、　
一
　

・
・と

１■
な

っ
て

い
ま
す
。
　

　

）

講
習
会

を
開

く
。

な
ど
を
決

め

で
注
意
し
、
指
導
し
て
あ
げ
て

田
道
雄
、
万
谷
勝
則
、
米
谷
慶

武
夫
、
下
沢
徳
三
、
奈
良
則
幸

新
し
く
、
小
学
校
や
保
育
所

も
た
ち
も

一
歩
外
に
出
る
と
い
　

警
察
や
県
、
村
は
じ
め
交
通

人
が

な
稲

交′レ
胸

事 ル
授
覆
れ
は
彎

た
乳
費
れ
は
り
ｒ

上
と
び
出
し

下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
、
岩
間
修
、
佐

々
木
弘
、
三

木
村
正
邦
、
奈
良
光
男
、
奈
良

１１
入

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ほ
は

つ
交
通
事
故
に
あ
う
か
わ
か
ら

安
全
協
会
な
ど
、　
一
致
し
て
交

る
こ
・

た
ま
し
い
姿
が
日
に
つ
く
よ
う

な
い
最
近
の
現
状
で
す
。
お
と

通
事
故
の
防
止
に
あ
た

っ
て
い

る
最
良
の
方
法
で
す
。
か
わ
い
　
　
―
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
＝
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　
　
浦
正
男
、
三
和
平
作
、
岩
間
定

喜

一
郎

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
な
で
さ
え
も
い
つ交
通
事
故
の
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
交
通
い
子
ゴ
嘱
置
売
一
社
伝
凛
嘲
以
　
　
｛〓
△三
位
響
会
一
個
由ｎ
４
響
令
二
Ｃ
公再
△
百　
　
　
　
型
脚
ド
鴨
［
］
警
Ｆ
」
「
轟

，
勢
ヽ
一

和一年
幸
織
一
導
¨
”

・林四螂

ｌ
か
し
、
こ
の
元
気
な
子
ど
犠
牲
にあ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
事
故
を
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
学
児

難
」
だ
け
蛹
舛
蹴
か
ら
守
　
　
　
　
△
百
暑
寵
」
裏宋
墓
爾
酢
〓
こ
た″
ふ
■
曇
冨
田
　
　
訥
同
デ
に
一

岨
畷
辞
一
剛
が
期
野
熱
ゎ
藤
ぃ
婦
わ
購
川
鰍
頗
晴

螂鞭融轍醜臨晰輔螂輔鸞暉藤饉疇瑯麟菫一職醸疇　　‐こな道と、、」な̈用し、一一一「一いつく喘一　　　　　　　　　　　月・事業算＝口に″▲夜奮だよりヽ
桑舞・Ｊなど　嗣硲』湖訂逸、小田桐蔵正張所

卜
、婦
問
い
も
め
二

・１
．一
つ

い
て
家
庭
裁
判
所
が
調
停
を

十

い
場
合
、
な
ぜ
争

い
が
あ

■

，、
ル
．い
う
実
情
ャ
そ
の
背

ヤ
菫
警
爆
に
師
一岡
漸
耐
げ
駄
一谷
輝
　
今
は
十
五
ア
ン
ペ
ア
が
常
識

運
転
者
も
子
ど
も
に
　
　
　
　
　
①③輯
襲
魏
麟鑑
鮭

十

分

注

意

を

　

経

筆

聾
れ
誓

れ
滉

白

・′‥・′‥。，・・，・・，‐・，‐・，‥。′‥。′‥。，・・ヽ・・ヽ・・も。理鱗嬌靴凛“れい鋤“一｛

の
事
情

を
詳

し
く
調
査

し
、
　

」
と

い
う

こ
と

で
す
。
父
母
　
時

の
感
情

や
日
さ
き

の
判
断
　
　
以

上
ご
く
簡
単

に
の
べ
ま

〔
　
ま

し
た
。

な
る
べ
く
円
満
な
家
庭
生
活
　
の
離
婚

に
よ
り
、
片
親
の
み
　
で
子
の
親
権
者
を
き
め
が
ち
　
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
紛
争
　
・・・．
　

な
お
、
金
木
地
区
交
通
安
全

を
回
復
十
る
よ
う
援
助
し
ま
　
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
　
一‐一な
り
、
こ
れ
が
子
の
将
来
　
が
生
ビ
た
場
合
に
は
、
こ
じ
　
い　
協
会
長
か
ら
、
表
彰
を
受
け
た

優
良
団
体
と
運
転
者
は
次
の
と

そ

‥ｌｌ
で
も
や
む
キ
え
ず
離
　
　
家
庭
裁
判
所
で
は
、
父
母
　
枠
音
を
父
母
の

一
方
か
ら
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

孫
市
、
後
藤
清
典
、
宙
坂
敏
次

婚
十
る
と
い
う
場
合
に
は
、
　

の
性
格
、
経
済
状
態
、
家
庭
　
方

へ
変
更
し
た
方
が
よ
―、
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
・△
十
年
表
彰

・
木
付
兼

一
、

子
の
親
権
■
や
養
育
料
の
間
　
環
境
、
養
育
方
針
等
あ
ら
ゆ
　
い
う
場
合
が
で
て
く
る
二
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，・．

小
寺
繁
則
、
中
畑
藤
購
、
藤
田

嘉
■

離
婚
と
未
成
年
の
子
の
保
護
　
　
　
れｒ鳩嘘ｒｔヽど“れななりに、

¨
一̈
一̈̈
帰・・・瑚輌助↓ヽ

・

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
の
不
幸
を
最
少
限
に
く
い
　
に
暗

い
影
を
残
し
て
い
る
場
　
雌
れ
雌
は
れ
粗
ド
囃
し

ヽヽ で
磁

一

と
く
に
、
来
成
年

の
子
が
　
と
め
て
、
子
が
少
し
で
も
安
　
△
口
が
少
く
な
い
よ
う
に
見
受
　
だ
き
た

い
と
思

っ
て

い
ま
　
い
　
　
△

一
』
¨
¨
¨
¨
¨
¨
一
¨

　

¨
　
一
一
”
一

一
一
」
一
一
¨
　
　
一
¨

瀞
橘
畳
景
性
ゲ
″
¨
躙
鰊
わ
　
破
れ
吐
叫
喘
に
は

な っ
は
ぃ
村
　
け

れ

‥お‐．
一
貯
ぽ

後
長
い
年
月
　
す
。

（
占
森
家
庭
　
　
　
　
　
　
一
　
嵯
徹

進
め
る
よ
う

０
モ
め
て
い
ま
　
も

っ
て
親
確
者
を
定
め
な
け
　
の
間
に
は
、
事
情
が
変
化
し
　
　
　
　
　
裁
判
所
提
供
）

　

一　
邦
夫

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オー
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
子
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・・・．

葛
西

▽
学
童
を
見
た
ら
自
分
の
子

を
考
え
て
常
に
安
全
運
転
に
心

西
村
義
光
、ヽ
川

口
定
雄
、
三
浦

木
津
谷
喜
八
郎
、
今
初
栄
、
工

ど
も
か
弟
妹
で
あ
る
と
思

っ
て

が
け
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
兼
四
郎
、
佐
藤
孝
治
、
工
藤
忠

藤
兵
蔵
、
工
藤
肇
、
小
笠
原
金

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
い
た

　

な
お
、
み
な
さ
ん
が
道
路
を

宏
、

。佐
藤
哲
也
、
田
沢
勝
二
、　
道
、
鳴
海
尚
志
、
武
田
長
次
郎

し
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
歩

い
て
い
る
時
、
子
ど
も
た
ち

秋
田
谷
福
治
、
下
山
時
敏
、
宮

木
村
昭

一
、
田
中
富
士
雄
、
秋

▽
学
童
が
道
路
の
横
断
を
し

が
危
険
な
歩
き
方
を
し
て
い
る

形
博
昭
、
木
津
谷
喜
枝
太
郎
、　
田
谷
長
三
郎
、
秋
田
谷

一
二
三

て
い
る
時
は
か
な
ら
ず
徐
行
い

の
を
見
た
ら
、
そ

っ
と
み
ん
な

〓
一和
善
作
、
佐

々
木
博
好
、
藤

山
田
光
雄
、
大
沢
寅

一
、
九
山

轟

彗

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―

伊
南
美
穂
子

（
磯
松
）
　

勲

三
上
　
公
明

（
相
内
）
定
義

小
寺
み
ゆ
き

（脇
元
）
行
充

柏
谷
　
均

（相
内
）
美
智
雄

三
浦
智
美

（
相
内
）
忠

一
郎

笹
山
　
博
康

（脇
元
）
善
三

和
島
み
な
子

（
磯
松
）
勇
喜

雄福
井
美
保
子

（
十
三
）
勝
春

三
和
　
公
也

（
相
内
）
孝
徳

佐
藤
恵
久
子

（相
内
）
弘
文

丁
子
谷
　
充

（
相
内
）
　

勇

小
寺
由
里
子

（
十
三
）
秀
弘

石
戸
谷
和
男

（
相
内
）
武

一

山
田
　
　
隆

（脇
元
）
泰
男

笹
山
　
　
猛

（
脇
元
）

務

村
上
　
晃
城

（
十
三
）
光
男

中
村
　
輝
子

（脇
元
）
光
吉

鳴
海
　
俊
久

（青
森
）
文
保

三
上
　
　
力

（脇
元
）
友
治

い
つ
ま
で
も
お
し
あ
わ
せ
に
―

藤
田
　
文
彦

（磯
　
　
嬌
）

松
井
　
君
江

（
茨
　
　
城
）

白
川
　
政
敏

（脇
　
　
一九
）

斎
藤

ケ
イ
子

（
福
　
　
島
）

草
島
　
重
則

（北

海

道
）

白
川
　
ヽヽヽ
チ

（十
　
　
一こ

菊
池
　
繁
人

（
む
　
　
つ
）

九
山
美
代
子

（大
　
　
田
）

三
浦
　
俊

一

（
相
　
・
内
）

秋
元
さ
ゑ
子

（
中
　
　
里
）

大
間
　
邦
彦

（
十
　
　
一こ

大
野
き
く
ゑ

（
船
　
　
橋
）

稲
葉
　
　
繁

（
芽

ルフ
崎
）

下
山
由
美
子

（相
　
　
内
）

鳴
海
　
養
正

（
―――
　
　
内
）

黒
川
真
喜
子

（脇
　
　
一九
）

有
馬
　
忠
司

（
十
　
　
一こ

武
田
　
敦
子

（
山
　
　
形
）

中
島
あ
し
春

（十

小
山
内
初
恵

（青

三
国
谷
次
雄

（
中
　
　
里
）

秋
田
　
洋
子

（
大
　
　
田
）

高
橋
　
正
栄

（
新
　
　
潟
）

相
川
　
良
子

（
十
　
　
一３

石
田
　
和
久

（
新
　
　
潟
）

豊
島
百
合
子

（
十
　
　
一一じ

和
島
　
忠
昭

（
磯
　
　
松
）

外
崎
タ
マ
ヱ

（
五
所
川
原
）

本
荘
　
行
雄

（
十
　
　
一一し

金
　
　
文
子

（
官
　
　
城
）

中
井
　
恒
哉

（
十

高
島
　
紀
子

（鶴

矢
尾
　
勝
次

（
福

奈
良
　
彰
子

（相

白
岩

　

諭

（
小

三
上
　
初
代

（
脇

三
和
　
丈
人

（
相

長
尾
　
美
江

（
東

内
田
　
一二
郎

（
静

松
橋
ャ
ツ
子

（
十

松
木
紀
久
夫

（
十

坂
本
　
方
子

（木

近
藤
　
　
昭

（
十

長
内
　
和
恵

（木

野
間
　
　
清

（
広

　

島
）

山
田
ひ
ろ
子

（
十
　
　
一一じ

秋
田
　
正
彦

（
五
所
川
原
）

佐
藤
ま
き
子

（
相
　
　
内
）

鰊

蜀

お
く
や
み
申
Ｌ
上
げ
ま
す
―

笹
山
　
寅

一

（
脇
元
）
碑
才

成
田
　
清
信

（
脇
元
）
５６
才

三
橋

　

突

（
十
一こ

２６
才

宮
坂
　
つ
る

（
磯
松
）
６‐
才

青
山
　
‘
さ

（
大
田
）
６０
才

三
―
石
太
郎

（脇
元
）
７４
才

佐
帷
　
清
治

（
相
内
）
５６
才

奈
良
　

ハ
ナ

（
太
田
）
６５
才

相
川
　
″
ケ

（
十
三
）
８４
才

近
Ｌ
　
方
夫

（
十
三
）
４０
才

森 三造 三 造 三 三 岡 京 内 元 泊 内 井 田 三

山 越 古 湯
田 野 り|1浅

静 隆 悦
子 雄 子 隆

脇 小 青 十

元 泊 森 三

:I渋
田 谷

受 拓
子 雄

相 福

内 島
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`85'4円

i:::札 ::営 1     1
荒 一 当 耕

V他

::]iり 糧t ii
:起  ｀

:た

1]: :[:言  |

一 ! 水 一 (、
｀
一  lll｀ 賄

o四  ooま
98 78な 負|]五 事集た金

i     :2        H

:   

°

[1: :I「

il!じ

 :::::]日   ::円

もしれれ し

量::[[ゴ 子どもの水死事故
.1お 犠をぢ0す

:::Iま : をなく しましょ う
平

°
て 悲 こ ら 増

__´、 ::[讐 i:亀
i:li:gil案 iii:

△
代
か
き
…

一
、　
一
〇
〇
円
　

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
衛
庁
で
は
一
般
隊
員

（
二

円
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
均
で
は
、　
一
年
間
に
八
十
八
人
　
○
ぁ
ぶ
な
い
所
を
な
く
す
る

∧
荒
か
き
代
か
き

（連
続
）
…
　
な
お
、
胃
ガ
ン
の
検
診
は
原

等
陸
、
海
、
空
士
）
を
募
集
し
　
七
十
才
に
な
り
ま
し
た
ら
、

凧
か
き
代

か
き

（
連
続
）

…

　

な

お
、
胃

ガ

ン
の
検
診

は
原

等

陸

一
、

七
〇
〇

円

　

　

　

　

　

則

と
し
て
四
十

才
以

上
と
な

っ

て

い 陸
、
海
、
空
士
）
を
蒻
集
し
　

七
十
才
に
な
り
ま
し
た
ら
、

い
ま
す
。
受
験
資
格
は
、
中

す
ぐ
役
場
あ
る
い
は
出
張
所
の

∧
一
番
耕
起
代
か
き

（連
続
）

て
お
り
、
料
金
も
八
百
円
で
す

学
校
卒
業
程
度
つ
学
功
び
あ
“

窓
口
で
年
金
を
受
け
る
手
続
き
　
・‐‐
ｒ‐‐―
～‐、‐ぃ
Ｌ
¨

…
二
、
○
○
○
円
　
　
　
　
が
村
で
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、　
満
十
八
才
か
ら
二
十
五
才
未
満

を
し
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
出

耕
運
機
、
畑

一
〇
ア
ー
ル
当

検
診
を
受
け
る
人
は
、
朝
食
を

の
男
子
で
す
。
入
隊
す
る
と
、
　
　
（
所
得
が
多
い
と
受
け
ら
れ

△
一 り
番
耕
起
…
一
、
五
〇
〇
円

と

（ ら
識
い
な
”
に
ぽ

診
）
　

　

ぃ
％
ぃ
移
数
雄
雌
鷲
謙
略
鮭
翔

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

一
）

△
脱
穀
機
全
自
動
入
つ
き

一
日

Ｖ
六
月
二
十
七
日
・
各
地
区
と

や
手
当
な
ど
も

一
般
の
公
務
員

…
六
、
五
〇
〇
円
　
　
　
　
も
相
内
児
童
館
前

（午
前
八
時

と
同
じ

よ
う
に
支
給
さ
れ
ま

△
ハ
イ
ン
だ
―
刈
つ
一
島
…
五

か
ら
十
時
ま
で
）
　
　
　
　
　
す
。
ま
た
、
満
期
除
隊
の
２
き

盤

蜀

胚

邊

Ю

ミ

Ｓ

Ｅ

ミ

§

ミ

§

、

ミ

ミ

甕

ξ

ミ

平

祗

膨

巡

胚

§

ミ

菫

安
い
掛
金
で
大
き
な
保
障

―
―
交
通
災
害
を
助
け
合
う
制
度
―
―

交
通
事
故
は
ふ
え
る
い
っ
ぼ

　

で
は
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ

故
に
あ
い
死
亡
し
た
と
き
は
五

う
。
も
し
も
あ
な
た
が
被
害
者

い
て
説
明
し
ま
し
よ
う
。　
　
　
十
万
円
、
ヶ
ガ
の
と
き
は
全
治

だ
″な
わ
ｒ
疎
蜻
一
ど
わ
赦
』
　
一
ロ
ヘ■
つ
か．
一
円
一で
　
豚
”
Ｊ
利
姓
肌
計
耐
副
だ
唯
り

・
一
一
『

‐こも保度
しら障‐ょ

一
ｔヽる簡少

一
一
『
一
一

めちムっ
‐こ‐こダて

い
“
け
¨
一

と力ヽ多
¨
¨
【
　
　

び訂‥“
「
『
］
一
「
「

‥

ま
す
か
。
ち
価
の
治
療
代
が
家

　

こ
の
制
度
は
熙
内
八
市
三
十

一
カ
月
以
上
三
カ
月
未
満
二
万

庭
の
台
所
こ
重
く
の
し
か
か
っ
九
町
村
が
共
同
で
運
営
す
る
も

円
、　
一
週
間
以
上
一
カ
月
未
満

て
、
家
族
キ
片
じ
め
る
こ
と
で

の
で
す
。
市
浦
村
民

（住
民
登

五
千
円
、　
一
週
間
未
満
は
二
千

故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
警
察
か
　
く
守
り
ま
し
よ
う
。　
　
　
　
　
広
報
し
う
ら
第
四
十
二
号
で

し
よ
う
。
そ
ん
な
と
き
に
簡
単

録
を
し
て
い
る
人
）
で
あ
れ
ば

円
の
見
舞
金
を
出
す
こ
と
に
な

ら
交
通
事
故
証
明
書
、
そ
れ
に
　

▽
天
気
予
報
を
た
し
か
め
、　
ま
ん
が
″
し
う
ら
ク
ソ
″
の
作

な
Ｆ
続
き
だ
け
で
、
す
ぐ
見
舞

職
業
や
年
令
に
関
係
な
く
、
ど

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
医
師
の
診
断
書
を
そ
え
て
役
場

天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な
と
き

者
、
竹
波
正
造
さ
ん
を
紹
介
し

令

′′．も
ら
え
る
交
通
災
害
共
済

な
た
で
も
は
い
る
こ
と
が
で
き
　
年
の
途
中
で
加
入
の
と
き
も

の
窓
口
で
申
請
し
て
い
た
だ
き

は
、
山
へ
は
い
ら
な
い
。　
　
　
ま
し
た
が
、　
一
部
ま
ち
が
っ
て

制
度
が
お
ろ
ｉ
と
を
ご
ぞ
ん
じ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
金
、
見
舞
金
と
も
同
額
の
は

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
万

一
に
そ
な
え
て
食
糧
、　
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
の
で
、
次

で
―
よ
う
か
―
。　
　
　
　
　
　
　
有
効
期
間
は
い
ち
お
う
四
月

か
、
家
族
が
何
人
は
い
っ
て
も

　

一
人
で
も
多
く
は
い
っ
て
災

マ
ッ
チ
、
雨
具
等
を
持
つ
　
　
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ｔ
通
事
故

一́あ
っ
て
、
経
済

一
日
か
ら
三
月
二
十

一
日
ま
で
　
一
人
づ
つ
掛
金
を
納
め
ま
す
。　
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
よ
う
。　
　
▽
山
に
行
く
之
き
は
家
族
こ
　

ま
ん
が
日
記
五
十
冊
と
あ
る

坤

‐ｉ
ｔヽ 苦
乱
」
置

合、、
Ｍ
蛯
猪
Щ
ガ

”
入 一
“
許
“
け
が
ｒ
畦
い

たヵ、
男
　
　
す
）ぐ
Ｈ
【る
日
．凛
看
金

　

¨
】
¨
¨
」
師
中
」
】
赫
¨
轟

を コ
”
」
に

一 る 帰
】
¨
『
〓
¨
』
［

¨
い
］
「
『
”
”
一
］
抑
疇
一

制
て
で
す
．
十
一
・に
昨
年
の
四

き
も
有
効
期
間
が
終
わ
る
ま
で
　

こ
の
制
度
に
あ
て
は
ま
る
交

目

′′．ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
が

資
格
が
あ
・り
ま
す
。　
　
　
　
　
通
事
故
と
は
、
国
内
に
お
い
て

せ
ん
。
き
わ
め
て
安
い
掛
金
て

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
東
北
電
力
弘
前
営
業
所
開

幅
■
に
加
入
の
人
も
、
継
続
加
　
掛
金
は
一
人
年
額
三
百
五
十

自
動
車
、
オ
ー
ト
パ
イ
、
軽
車

す
の
で
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
　

▽
団
体
で
行
く
と
き
は
、
集

発
係
長
は
、
開
発
計
画
係
で
あ

入
ｒ、
人
も
ル
．あ
っ
て
加
入
申
し

円

（昨
年
は
三
百
六
十
円
）
、　
両
に
乗
車
中
、
ま
た
は
歩
行
中

家
族
が
そ
ろ
っ
て
は
い
る
こ
と

合
時
間
、
場
所
、　
コ
ー
ス
等
力

り
ま
す
。

込
■
の
手
続
き
を
し
て
下
さ

つ
ま
り
一
日
一
円
た
ら
ず
を
納

そ
れ
ら
の
車
に
よ
っ
て
お
き
た

を
お
す
す
め
し
ま
す
。　
　
　
　
打
ち
合
せ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
っ
っ
し
ん
で
訂
正
し
お
わ
び

い
　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
と
、
不
幸
に
し
て
交
通
事

人
身
事
故
を
い
い
ま
す
。
た
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
自
分
の
体
カ
ー■
合
っ
た
ｌｉ

い
た
し
ま
す
。

こ
と
し
も
山
菜
採
り
の
季
節

動
を
す
る
。

を
迎
え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
▽
天
候
が
悪
く
な

っ
た
ら
、

老
人
や
年
長
の
こ
ど
も
に
子
も

り
を
さ
せ
る
と
き
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
を
与
え
る
。

農
作
業
中
に
乳
児
を
あ
ぜ

な
ど
に
寝
か
せ
て
お
く
と
き
は

水
田
や
、
堰
に
落
ち
な

い
よ
う

に
安
全
を
確

か
め
る
。

タバコは村内から

買いましよう

l 今年の交通安全スローガン  |
(運転者向け)― カ ツトする心の動きが事故のも

と

(走行者向け)一 無理するな遠くに見えても車は

速い

(こ ども向け)一 tヽ つものなれたとおりでもただ

しく歩いて正しくおうだん

″

し、
場
釘
〓
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